度数分布表の作成

(1) データ数、データの最大値と最小値から、階級の数を決める。
(2)（最大値－最小値）/ 階級数　から、きりのよい値の階級幅を決める

(3) 個々のデータについて、どの階級に含まれるかをカウントする。

(4) (3)の個数の計を度数に記入する。

度数分布表における階級数の決め方
(1) シャリエ(Charlier)

　大量観察から理想分布を考慮し、級間は標準偏差の1/3が望ましい。

(2) フィッシャ(Fisher)

　少数統計を考慮し、級間は標準偏差の1/4が望ましい。

(3) スタージェス(Sturges)

　Nこのデータからなる集団の階級個数nは、ｎ＝１＋logＮ / log２
(4) 度数検定を考慮し、平均10以上が望ましい。

(3),(4)の併用により、Ｎ＝２mとおき、ｎ＝１＋logＮ / log２　に代入することにより、ｎ＝１＋ｍ、

これにより、Sturgesの階級数を得る。
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